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交通事故、火災、震災などの障害で皮膚移植が必要となる
事がある。皮膚移植術は、術後にしばしば瘢痕拘縮（引きつ
れ）が生ずることがあり、機能的にも整容的大きな問題であ
る。その原因は完全には解決されていない。ひきつれを低減
できる科学的皮膚移植の方法に大きな期待が寄せられてい
る。ひきつれは皮膚の力学的拘縮を伴うことから、移植片の
伸び縮みを移植床周辺とできるだけ同じ状態に配置すればひ
きつれを低減できるとの仮説を立てた。つまり、皮膚の伸び
縮みと密接に関係するコラーゲン繊維の配向性を計測し、そ
の値の移植片と移植床周辺とのマッチングを考慮した手法を
とれば良いと考えた。本研究ではヒトの皮膚での科学的な皮
膚移植術を実現することを大目標とし、まずはラット皮膚移
植片と移植床周辺におけるコラーゲン繊維の配向性をそれぞ
れ測定し、両者の配向性をどのようにマッチングすれば、ひ
きつれが軽減できるのかの課題に挑戦する。
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